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帝塚山大学の学生と大学院生が、100年前の職人に扮して
「奈良の昔のくらし」を学ぶ体験型イベントを行います。
11月16日（土）10:00～14:00 県立民俗博物館にて。

　帝塚山大学（学長：蓮花一己 所在地：奈良市帝塚山7-1-1）文学部日本文
化学科の学生と人文科学研究科の大学院生が、11月16日（土）10:00か
ら奈良県立奈良民俗博物館（大和郡山市谷田町）で開催の「みんぱく秋まつ
り」において、昔の暮らしを学ぶ体験型イベントを実施します。
　同博物館では、本学との共催で、常設展示の昔の生活用具や民具に加え
て、福住町で生まれ育った永井清繁さんが描いた明治後期から昭和初期に
かけての生活図のパネルを展示するという特別企画展を、12月1日まで
行っています。その展示期間中でもある11月16日（土）の「みんぱく秋ま
つり」の開催に合わせ、帝塚山大学の学生と院生が、展示絵に描かれた当時
の奈良県の農村部に住む人々や職人の格好に扮して
　①展示解説②昔のくらしにまつわるクイズでシールラリー③絵に関連する題材の折り紙ワークショップ
などの体験型イベントを、一日コスプレ学芸員として担当。県立民俗博物館を100年前の奈良へとタイムス
リップさせ、一般の方々、特に親子を対象に、奈良の昔のくらしについて楽しく体験しながら学べるアクティ
ブ・ラーニングの機会を提供します。

　また、本イベントだけのオリジナルグッズも配布し、同時に企画展示の絵をすべて収録した書籍『奈良山里
の生活図誌』（帝塚山大学出版会/4､400円（税別））と、本学現代生活学部食物栄養学科の管理栄養士を目指す
学生が考案した大和まなのオリジナルスイーツも特別に販売します。なお、11月16日、17日は関西文化の日
のため、博物館入館料無料。さらに本学学生と大学院生が担当の体験型イベントはすべて参加費無料です。（但
し、物販とそのほかの「みんぱく秋まつり」のイベントは除く）

【本件のポイント】
●本学文学部日本文化学科の学生と人文科学研究科の学生が、明治後期から昭和初期にかけての職
人や農村部の人々の格好に扮して、奈良の昔の暮らしを学ぶアクティブ・ラーニング型の体験イベ
ントを実施
●本イベントは、平成29年度 文部科学省 私立大学研究ブランディング事業に採択を受けた「『帝塚
山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」の一環によるもの。民俗資料や聞き
取り調査による知見をもととしている。

　貴社メディアにおかれましても、ぜひ趣旨をお汲み取りいただき、取材ならびに報道のご協力をくださいま
すよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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「体験型イベント概要」

実施日時：11月16日（土）10時00分～14時00分
実施場所：奈良県立民俗博物館（大和郡山市谷田町545）
対象：一般　参加費：無料　
実施内容：

大和まなの
オリジナルスイーツ販売

本学食物栄養学科の管理栄養士を
目指す学生が考案した大和野菜の
オリジナルスイーツを限定販売。
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